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(57)【要約】

【産業上の利用分野】音声や画像の信号系列値をベクト

ルとし、予め貯えておいた符号帳の中から最も類似した

ベクトルを高速に探索することで符号化や照合を行う装

置に関する

【目的】符号帳内のベクトルが要索毎に独立な乱数から

構成される場合のベクトル量子化器において、歪計算に

おける演算の回数を大幅に削減することにある

【効果】符号ベクトルの要素を並べかえて重複して利用

することで符号帳の記憶容量を１／Ｋですますことがで

きる

【特許請求の範囲】

【請求項１】入力ベクトルと符号帳中の符号ベクトルの

歪計算と最小値探索を、入力ベクトルを高速フーリェ変

換する手段と、符号レベルを高速逆フーリェ変換する手

段または予め高速逆フールエ変換された符号ベクトルを

蓄積する手段と、変換された入力、符号両ベクトルの積

のベクトルを作りそれを高速フーリェ逆変換する手段

と、符号ベクトルの２乗和から逆変換されたベクトル中

の最大要素の値の２倍を減算することで最小値を求め、

逆変換されたベクトル中で最大要素をもつ要素の番号を

歪最小を与える番号とする手段と、を使って実行するこ

とを特徴とするベクトル量子化器。
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